
「食」への感謝のキモチの伝え方
しょく かんしゃ つた かた

県産農畜水産物を活用した学校給食提供の実施について

農林水産省より、新型コロナウイルス感染症に係わる経済対策において、価格や出荷量に大き

な影響が出ている国産農畜水産物の需要喚起を図るために、食育の観点も踏まえ、学校給食に提

供する取組について連絡がありました。そこで邑楽町では、11月に「国産牛肉」を使用した給食を

２回提供します。1回目は19日「ぐんまのビーフカレー」、2回目は26日「ぐんま和牛のすき焼

き煮」です。楽しみにしていてください。

11月29日はぐんま・すき焼きの日

群馬県にはおいしい農産物がたくさんあります。お肉・こんにゃく・ねぎ・しいたけ・はくさい…す

きやきを作るのに必要な材料が全部群馬県でとれたものでそろっちゃう！

今年のすき焼きの日給食は、なんと！群馬県産の牛肉をたっぷり使ったすき焼きが登場！

“食事に感謝”の「いただきます」
しょくじ かんしゃ

よく味わう
あじ

「いただく」は漢字では「戴く」「頂く」と
かんじ いただ いただ

も書き、もともとは大切なものを受け取るときに
か たいせつ う と

感謝の気持ちを込めて頭の上にあげるしぐさの
かんしゃ き も こ あたま うえ

ことでした。そして「いただきます」のあいさつ

は、私たちの食べものとなった動物や植物の
わたし た どうぶつ しょくぶつ

命 をいただくことへの感謝
いのち かんしゃ

の気持ちを表します。
き も あらわ

どんな食事も食べる人のことを思って作られ
しょくじ た ひと おも つく

ます。好ききらいしないでよく味わっていただく
す あじ

ことも食べものや作ってくれた方々への感謝の
た つく かたがた かんしゃ

気持ちを表します。食事のマナーを守り、みん
き も あらわ しょくじ まも

なが楽しく気持ちよく食
たの き も た

べられるように心がけま
こころ

しょう。

“ねぎらいの気持ち”で「ごちそうさま」
き も

あとかたづけは思いやりの気持ちで
おも き も

「ごちそう」は漢字で「御馳走」と書き、もと
かんじ ご ち そ う か

もとは食事を作るために駆け回って材料を集
しょくじ つく か まわ ざいりょう あつ

めてくれた人への感謝を表す言葉でした。「ごち
ひと かんしゃ あらわ ことば

そうさま」は食事作りに関わ
しょくじづく かかわ

る人の思いや苦労に感謝する
ひと おも くろう かんしゃ

気持ちを表します。
き も あらわ

食器の扱い、配ぜん、スプーンの使い方、あ
しょっき あつか はい つか かた

とかたづけ…そのどれもが作った人への敬意や
つく ひと けいい

感謝の気持ちを表すものになります。特にあと
かんしゃ き も あらわ とく

かたづけでは、片づけをする
かた

人の気持ちを考え、きちん
ひと き も かんが

と行いましょう。
おこな

11月23日は「勤労感謝の日」です。もともとは「新嘗祭」と言い、この季節にとれるお米の収 穫を祝い、次の年
がつ にち きんろうかんしゃ ひ にいなめさい い きせつ こめ しゅうかく いわ つぎ とし

の豊作を願う 宮 中 行事だったそうです。今月の 給 食 目 標は“感謝して食べよう”です。自然の恵みや食事がで
ほうさく ねが きゅうちゅうぎょうじ こんげつ きゅうしょくもくひょう かんしゃ た しぜん めぐ しょくじ

きるまでにかかわってくださった方々へ感謝のきもちをこめて食事ができると良いですね。
かたがた かんしゃ しょくじ よ
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